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【
火
災
概
況
】

　

火
災
出
動
件
数
は
、
１
件
（
前

年
４
件
）
で
、
内
訳
は
そ
の
他
１

件
で
し
た
。

　

過
去
に
火
災
に
よ
り
ケ
ガ
を
さ

れ
た
方
も
い
ま
す
。
ゴ
ミ
焼
き
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
火
災

予
防
へ
の
意
識
を
持
ち
、
安
心
で

安
全
な
火
災
の
な
い
町
づ
く
り
の

た
め
、
町
民
の
皆
様
の
火
災
予
防

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
救
助
概
況
】

　

救
助
出
動
件
数
は
、
７
件
（
前

年
６
件
）
で
、
内
訳
は
交
通
事
故

３
件
、
水
難
事
故
１
件
、
機
械
事

故
１
件
、
そ
の
他
２
件
と
な
り
ま

し
た
。

　

車
を
運
転
し
て
い
る
時
に
は
、

無
理
な
追
い
越
し
や
ス
マ
ホ
の
操

作
な
ど
の
危
険
な
行
為
は
絶
対
に

行
わ
な
い
よ
う
、
常
に
安
全
に
配

慮
し
た
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
救
急
概
況
】

　

救
急
出
動
件
数
は
、
３
５
５
件

（
前
年
３
０
２
件
）、
搬
送
人
員
は

３
３
１
人
（
前
年
２
８
４
人
）
で

し
た
。

　

出
動
件
数
の
半
数
は
急
病
に
よ

る
出
動
で
、
心
疾
患
、
呼
吸
器
系
、

消
化
器
系
に
よ
る
も
の
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
転
倒
等
に
よ
り
ケ
ガ
を

す
る
方
が
前
年
よ
り
増
え
て
い
ま

す
。

　

 

【
災
害
概
況
】

　

災
害
等
出
動
件
数
は
合
計
17
件

（
前
年
29
件
）
で
、
内
訳
は
警
戒

出
動
が
４
件
、
風
水
害
出
動
は
13

件
で
し
た
。

　

風
水
害
に
つ
い
て
は
４
月
に
発

生
し
た
暴
風
・
強
風
に
よ
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
春
や
秋
に

は
強
い
風
が
吹
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
古
い
建
物
や
強
度
に
不
安
の

あ
る
建
物
に
つ
い
て
は
穏
や
か
な

季
節
に
補
強
な
ど
を
実
施
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

強
風
の
み
な
ら
ず
、
近
年
は
異

常
気
象
や
地
震
等
に
よ
り
、
今
ま

で
に
体
験
し
た
事
の
な
い
よ
う
な

災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て

い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
災
害

へ
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

令和４年の消防活動状況

●令和４年度　全国統一防火標語●
『お出かけはマスク戸締り火の用心』

広尾消防署では令和４年の消防活動状況を次のとおりまとめました。
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【
火
災
予
防
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
化
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
お
住
ま
い
の
家
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る

場
合
で
、
10
年
を
経
過
し
て
い
る

も
の
は
電
池
の
交
換
、
ま
た
は
新

品
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
定
期
的

に
作
動
確
認
を
実
施
し
、
火
災
か

ら
大
切
な
お
住
ま
い
と
家
族
の
命

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

『
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

対
策
１　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

対
策
２　

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー

テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

対
策
３　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に

消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を

設
置
す
る
。

対
策
４　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不

自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
、
町
内
会
で
協
力
す
る
。

習
慣
１　

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に

や
め
る
。

習
慣
２　
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
、

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

習
慣
３　

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ

ば
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

【
消
防
水
利
】

　

防
火
水
槽
は
、
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
際
に
、
生
活
用
水
の

供
給
や
火
災
発
生
時
の
消
火
用
水

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
町
内
に

多
数
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

施
設
の
管
理
に
伴
い
工
事
車
両

や
清
掃
作
業
に
よ
り
通
行
の
妨
げ

や
騒
音
等
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
火
水
槽
や
消
火
栓
は
、

火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
使
用
す

る
大
切
な
施
設
で
あ
る
た
め
、
降

雪
時
は
、
職
団
員
に
よ
り
早
急
に

除
雪
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
町
民
の
皆
様
に
除
雪
作
業
に
ご

理
解
い
た
だ
い
て
い
る
と
と
も
に
、

近
隣
の
方
の
ご
厚
意
で
除
雪
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
場
所
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
救
命
講
習
会
】

　

消
防
署
で
は
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
学
ぶ
救

命
講
習
会
を
随
時
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
４
年
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
防
止
対
策
を

行
い
な
が
ら
、
５
回
計
67
人
の
方

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
家
族
や
友
人
な
ど
の

命
を
救
う
た
め
に
、
救
命
講
習
会

を
受
講
し
て
知
識
と
技
術
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

【
消
防
団
】

　

消
防
団
は
消
火
活
動
の
み
な
ら

ず
、
地
震
や
風
水
害
等
多
数
の
動

員
を
必
要
と
す
る
大
規
模
災
害
時

の
救
助
救
出
活
動
、
避
難
誘
導
、

災
害
防
御
活
動
な
ど
非
常
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
平
常
時
に
お
い
て
も
、
住
民

へ
の
防
火
指
導
、
巡
回
広
報
、
特

別
警
戒
等
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
展
開
し
て
お
り
、
地
域
に
お

け
る
消
防
力
・
防
災
力
の
向
上
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

広
尾
町
消
防
団
で
は
消
防
団
員

の
入
団
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
活
動
内
容
等
の
詳
細
を
知

り
た
い
方
、
入
団
を
ご
希
望
の
方

は
広
尾
消
防
署
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
広
尾
消
防
署

　
☎　

２
―
２
７
３
０
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（正当な理由がなく住民票の異動の届出をしない場合、５万円以下の過料に処されることがあります。）

※届出時には本人確認を行っていますので、運転免許証などの本人確認書類を必ずお持ちください。
【お問い合わせ】住民課住民係　☎２－０１７１

はい！！
はい！！注目注目
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わ
の

Ｖｏｌ．12　１７の目標（ゴール）⑪

広げよう！ＳＤＧｓの17の目標
（ゴール）と広尾町の
取組を紹介します。
公式ウェブサイトで
もＳＤＧｓについて
紹介していますので
ご覧ください。

　女性活躍推進法に基づき、広尾町
役場内の組織全体で継続的に女性
職員が活躍できるよう、女性管理職
の割合や男性職員の育児休暇取得
者の増加など、目標計画を定めてい
ます。

「女らしさ」「男らしさ」など、従来の
固定観念を一人ひとりがなくして
いくことがジェンダー※平等の第一
歩となるんだ。
※男女の役割や見た目、考え方など社会の
中で作られた性別の違いのこと

問：企画課企画防災係　☎２－０１８４

今月の担当者のＳＤＧｓ行動宣言　【飼育しているミドリガメを最期まで愛情と責任をもって飼い続けます！】

広尾町の取り組み
女性活躍の推進

性別問わず、みんなが活躍できる社会を目指そう！

めざそう！ゼロカーボン Vol.11

～ save the earth ～

≪今月の担当は「総務課」です≫

役場庁舎に電気自動車「リーフ」が配備されました
　電気自動車の「リーフ」（日産）が、役場公用車として配備されました。
購入費には、日高信用金庫よりいただいた寄附金が活用されています。
　１月11日に納車式が行われ、日高信用金庫広尾支店の山村支店長、村
瀨町長、関係者の出席のもと、「さーたちゃん」がプリントされた新車が
お披露目されました。
　１回の満充電で450km（夏季）の走行が可能なほか、車から役場庁舎
へ電気を送ることができるため、災害対策としての活用も期待されます。
　日本全体での CO2 排出量のうち、自動車によるものが15.5％を占め
ています（令和 2年度）。車、環境、そしてお財布に優しいエコドライブ
をぜひ実践してみましょう。 お披露目された電気自動車

5 広報ひろお　2023年（令和５年）３月号



タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

子どもスケート教室

「広尾町の食資源」
開発・伝承プロジェクト会議

子ども料理教室

総合型地域スポーツ事業

氷 の 上 で 大 苦 戦

アイディアを形に

冬休みに料理を勉強

ダンス・ダンス・ダンス

子どもスケート教室が１月11日から13日まで広尾小学校
特設リンクで実施され、小学生13人が参加しました。講
師である広尾町スポーツ推進指導員の金曽則雄さん指導の
もと、慣れない氷の上で転倒しながらも子どもたちはスケー
トを楽しんでいました。参加した笠原龍聖さんは「足は痛
かったけど楽しかった」と話しました。

第２回となる今回は、委員・広尾高校生合わせて10人が
出席。特産品開発を進める中村麻矢地域おこし協力隊員が
広尾町の食材の可能性を探るため、著名な食肉加工職人の
楠田裕彦氏と食猟師の小野寺望氏を講師に招きました。会
議では道内外の鹿肉の食べ比べやソーセージ作り、広尾産
食肉についての意見交換などが行われました。

子ども料理教室が健康管理センターで開かれ、小学生14
人が参加しました。この日作ったのは「タラのサンドイッ
チ」「ほうれんそうクラムチャウダー」「かんたんパフェ」
の３品で、子どもたちは真剣に調理に取り組み、出来た料
理を味わっていました。参加した石岡なるみさんは「タラ
を捌くのが楽しかった」と話しました。

総合型地域スポーツ事業（町教委主催）の３回目のプログ
ラム「ＨＩＰＨＯＰ」が髙橋侑里氏（㈱オカモト）を講師
に招き実施され、小学生18人がリズムに合わせて体を動
かしました。参加者は限られた時間内で振付を覚え、最後
に保護者の前で披露。広尾小２年生の伊藤莉子さんは「と
ても楽しかった」と感想を話しました。

1/
11

1/
14

1/
12

1/
22

初心者と経験者が一緒に参加しました初心者と経験者が一緒に参加しました

楠田氏とソーセージ作りに挑戦する高校生楠田氏とソーセージ作りに挑戦する高校生

タラを捌く様子を見つめる子どもたちタラを捌く様子を見つめる子どもたち

参加者の表情は真剣そのもの参加者の表情は真剣そのもの
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

広尾高校陸上部葊冨さんが
教育長を表敬訪問

広尾中学校防災学習

広尾小学校総合学習

交通安全祈願祭

大きな夢に向かって

防災をゲームで学ぶ

広尾の漁業を紹介

交通事故死ゼロを目指して

２月に大阪市で開催される日本室内陸上競技大阪大会に出
場する広尾高校陸上部の葊冨葵

あ と
士さんが菅原教育長を表敬

訪問しました。今回の訪問で葊冨さんは大会出場報告の他
に、大学進学報告や３年間の旅費等の支援にお礼を述べ、「今
後は全日本インカレで優勝、日本代表選出を目標に頑張り
たい」と意気込みを話しました。

広尾中学校（伊澤理紀校長）が防災学習の一環で避難所運
営ゲーム（Ｄｏはぐ）を実施し、１年生49人が参加しま
した。講師である北海道総合防災マスター認定者の佐藤春
雄さんから説明を受けた後、カードゲーム形式で防災を学
びました。参加した椛木大輝さんは「トイレの場所を決め
るのが難しかった」と話しました。

広尾小学校（東森誠記校長）５年生が総合学習の授業で町
の漁業について学び、９班に分かれて事前に調べたことを
まとめ、オンラインで繋がった尾久西小学校（東京都荒川
区）５年生に向けて発表しました。「漁業で働く人が少な
くなっている」などの課題も説明し、質問にも答えるなど、
交流しながら漁業への理解を深めました。

交通安全署名簿奉納・交通安全祈願祭が十勝神社で行われ、
関係者９人が参列しました。町民5,217人と25事業所分
の署名簿を奉納した後、１年間の無事故と交通安全を願っ
て玉串を捧げました。地域安全推進協議会の山内英成会長
は「交通事故ゼロを目指し、安心して暮らせるまちづくり
を推進していきたい」と決意を述べました。

1/
23

1/
25

1/
24

1/
26

左から、石館顧問、菅原教育長、左から、石館顧問、菅原教育長、
葊冨さん、小島校長葊冨さん、小島校長

グループで協力しながらゲームを進める生徒たちグループで協力しながらゲームを進める生徒たち

プレゼンテーションを行う広尾小の児童プレゼンテーションを行う広尾小の児童

修祓（お祓い）を受ける参加者修祓（お祓い）を受ける参加者
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

帯広地方法人会広尾地区会より
備品の寄贈

中高一貫進路講話

第45回広尾高校雪中予餞会

ひろお保育園豆まき会

災害時に役立てて

将来を考えるきっかけに

卒業生への想いを込めて

鬼 は 外、福 は 内

公益社団法人帯広地方法人会広尾地区会（山本満会長）よ
り、緊急避難用防寒寝袋（20万円相当）を寄贈していた
だきました。広尾地区会からの寄附は、今回で４回目です。
山本会長が「災害用に使い捨て寝袋を役立てて」と話すと、
村瀨町長は「準備する必要がある緊急避難用具。感謝する」
とお礼の言葉を述べました。

中高一貫進路講話が広尾中学校で行われ、広尾高校３年生
４人が中学校の全校生徒に対し、自身の高校生活や進路活
動について発表しました。幕別消防署に内定した櫻井拓

ひ ろ む
武

さんは「計画的な行動と夢を諦めないことが大切」と話し
ました。最後に中学生を代表し二本柳瑞

み ず は
羽さんが「小さな

努力を積み重ねたい」と謝辞を述べました。

雪中予餞会が広尾高校で開かれ、全校生徒が参加しました。
本行事は同校生徒会が企画運営する毎年恒例のもので、今
年は雪上ドッチビーと餅つきを実施。また、生徒と教員が
作った「祝卒業」の文字入りの雪像前で記念撮影をしまし
た。３年生の梅木創梧さんは「自分たちのために色々な準
備をしてくれて嬉しい」と話しました。

ひろお保育園（西脇優子園長）で豆まき会が行われ、園児
120人が参加しました。鬼が入場すると会場は大きく盛り
上がり、中には泣いてしまう子も。園児たちは「鬼は外、
福は内」と元気よく掛け声をかけて鬼に豆をぶつけました。
参加した寺谷優

ゆ
姫
め

ちゃんは「鬼が怖かったけど、退治でき
て良かった」と話しました。

1/
27

2/1

1/
31

2/3

左から、村瀨町長、山本会長左から、村瀨町長、山本会長

講話の様子講話の様子

雪像と一緒に記念撮影！雪像と一緒に記念撮影！

力いっぱい豆をぶつける園児たち力いっぱい豆をぶつける園児たち
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

チームとんがり写真展 in 広尾町

魅惑のナイトディナータイム

アイスストッカー大会

新規就農者激励の集い

カメラ片手に自然を堪能

広尾産食材盛りだくさん

氷 上 で 熱 い 戦 い

今後の活躍に期待

えりも岬とんがりロード観光協議会主催のチームとんがり
写真展が開かれ、10人が参加しました。今回は豊似地区
にある太四郎の森でフォトウォークを実施。参加者は雪の
中を散策しながら撮影を行った後、ピザ釜で作った料理を
堪能しました。参加者は「カメラ、自然、ピザが好きなの
で自分にぴったりの会だった」と話しました。

ピロロツーリズム推進協議会主催の「高校生発案ツアー」
の１回目が開催され、高校生を含む23人が参加。あら汁
など広尾産食材をふんだんに使った料理13品を調理し、
地元の味を楽しみました。中心となりイベントを進めた磯
野巧地域おこし協力隊員は「企画段階から協力してくれた
先生、生徒の皆さんに感謝したい」と話しました。

第41回広尾町アイスストッカー大会が広尾小学校特設会
場で開催され、男女合わせて30チーム、157人が参加し
ました。４年ぶりの開催となる今大会は天候に恵まれ、選
手たちは青空の下競技に熱中しました。参加した方は「久
しぶりにアイスストッカーができて楽しかった。また来年
も参加したい」と話しました。

広尾町農業担い手育成センター主催の新規就農者激励の集
いがコミセンで行われ、小田草児さん夫妻、山口歩夢さん
の３人が出席しました。集いの中で鯖江代表理事組合長が

「農業を取り巻く状況は厳しいが、今後の広尾町農業の一
翼を担って欲しい」と激励。出席者は、それぞれ就農にあ
たっての決意の言葉を述べました。

2/4

2/5

2/5

2/6

ガイドの説明を受けながら自然を満喫しましたガイドの説明を受けながら自然を満喫しました

料理を囲み歓談する参加者たち料理を囲み歓談する参加者たち

白熱した試合が多く、大会は大盛り上がりでした白熱した試合が多く、大会は大盛り上がりでした

小田さん夫妻、山口さん（中央）を囲む参加者小田さん夫妻、山口さん（中央）を囲む参加者
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
国
保
病
院
職
員　
募
集

○
職
種･
募
集
人
数･

給
料･

応
募
資
格

※
次
の
金
額
は
最
低
賃
金
額
で
す
。

　
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　
臨
時
職
員
も
昇
給
あ
り
ま
す
。

（
正
規
職
員
）

・
薬
剤
師　
１
人

　
月
額
：
１
８
８
，
９
０
０
円
～

　
資
格
：
薬
剤
師
免
許
の
有
資
格
者

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
０
４
，
９
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

１
６
９
，
９
０
０
円
～

　
※
別
途
夜
勤
手
当
等
各
種
手
当
あ
り

　
資
格
：�

看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許

の
有
資
格
者

・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士　

�

若
干
名

　
月
額
：
１
８
１
，
１
０
０
円
～

　
資
格
：�

理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法

士
の
有
資
格
者

・
医
療
事
務
職
員　
１
人

　
月
額
：
１
５
８
，
９
０
０
円
～

　
資
格
：
１
年
以
上
の
実
務
経
験
者

・
診
療
放
射
線
技
師　
１
人

　
月
額
：
１
８
１
，
１
０
０
円
～

　
資
格
：�

診
療
放
射
線
技
師
の
有
資
格

者

（
臨
時
職
員
）

･

看
護
助
手
（
病
棟
業
務
）　
若
干
名

　
月
額
：
１
５
８
，
０
０
０
円
～

募
集

　
※�

経
歴
、
資
格
（
介
護
福
祉
士
）
の

有
無
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　
※
別
途
、
夜
勤
手
当
等
あ
り

　
資
格
：
60
歳
未
満
の
健
康
な
方

○
雇
用
期
間　

　
４
月
１
日
～

○
応
募
方
法

　
履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
に
各
免
許

証
を
添
え
、
国
保
病
院
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　

　
面
接
（
全
員
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
３
１
１
１
）

会
計
年
度
任
用
職
員　
募
集

【
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
】

　
教
育
委
員
会
で
は
、
４
月
か
ら
勤
務

す
る
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
・
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
管
理
人
の
代
替
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

○
職
種
・
募
集
人
員

　
管
理
人
代
替
職
員

　
・
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー　
１
人

　
・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー　
１
人

○
雇
用
期
間

　
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

○
応
募
資
格

　

�

い
ず
れ
も
満
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

で
、
休
日
及
び
夜
間
（
午
後
10
時
ま

で
）
の
勤
務
が
可
能
な
方
。

○
応
募
方
法

　
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
履
歴
書
を

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、

締
切
日
当
日
必
着
で
す
。

○
選
考
方
法　
面
接

○
選
考
日
時

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
社
会
教
育
係
（
☎
２･

０
１
８
１
）

【
建
設
水
道
課
車
両
係
】

○�

職
種
・
募
集
人
数
・
給
料
・
応
募
資

格
・
雇
用
期
間

※�

経
験
年
数
に
よ
り
、
給
与
額
を
算
定

し
ま
す
。

（
フ
ル
タ
イ
ム
道
路
維
持
作
業
員
）

・
運
転
手　
６
人

　
給
料
：
２
３
５
，
４
０
０
円
～

　
資
格
：�

大
型
運
転
免
許
・
大
型
特
殊

運
転
免
許
・
建
設
機
械
免
許

　
雇
用
期
間
：
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
３
月
31
日

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
道
路
維
持
・

�

清
掃
作
業
員
）

・
作
業
員　
３
人

　
日
額
：
９
，
０
９
０
円

　
資
格
：
普
通
運
転
免
許

　
雇
用
期
間
：
５
月
上
旬
～

　
　
　
　
　
　
11
月
中
旬

○
応
募
方
法

　
３
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
（
顔

写
真
添
付
）
を
、
建
設
水
道
課
車
両
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法

　
面
接
（
全
員
）

○
選
考
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
車
両
係
（
☎
２
・
２
２
０
１
）　

交
通
安
全
指
導
員　
募
集

　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
を
見
守
る
交
通

安
全
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。
勤
務
は

４
月
か
ら
で
す
。

○
募
集
人
数　
１
人

○
主
な
業
務
内
容
と
勤
務
時
間

　
児
童
等
の
登
下
校
時
間
（
朝
・
夕
の

各
１
時
間
）
に
、
交
通
安
全
指
導
を
行

い
ま
す
。
そ
の
他
、
交
通
安
全
教
室
な

ど
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

�

広
尾
市
街
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

健
康
な
方

○
応
募
方
法

　
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
、
履
歴
書

（
顔
写
真
貼
付
）
を
住
民
課
環
境
生
活

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵

送
の
場
合
は
、
締
切
日
の
消
印
有
効
で

す
。

○
選
考
方
法
・
日
時

　
面
接
を
行
い
ま
す
。
日
時
は
、
後
日
、

応
募
さ
れ
た
方
に
通
知
し
ま
す
。

問　
環
境
生
活
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員募集

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

○�

職
種
・
募
集
人
数
・
給
与
・
応
募
資

格
・
業
務
内
容
・
勤
務
時
間

・
看
護
師
（
常
勤
）　
１
人

　
看
護
師　
：�

月
額
２
４
２
，
０
０
０
円

　
准
看
護
師
：�

月
額
１
９
１
，
３
０
０
円

　
資
格
：�

看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許

の
有
資
格
者

・
介
護
員
（
常
勤
）　
若
干
名

　
月
給
：
１
５
８
，
０
０
０
円
～

　

�

※�

介
護
福
祉
士
資
格
の
有
無
に
よ
り

算
定
し
ま
す

　
資
格
：
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

　
業
務
内
容
：�

入
所
者
の
入
浴
・
排
泄
・

食
事
介
助
等

・
介
護
員
（
パ
ー
ト
）　
若
干
名

　
時
間
給
：
１
，
０
４
０
円
～

　
資
格
：
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

　
業
務
内
容
：�

入
所
者
の
食
事
介
助
・
入

浴
介
助
・
水
分
補
給
等

　
勤
務
時
間
：
１
日
５
時
間
程
度

・
清
掃
職
員
（
パ
ー
ト
）　
若
干
名

　
時
間
給
：
１
，
０
４
０
円
～

　
資
格
：
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

　
業
務
内
容
：
清
掃
業
務
等

　
※
介
護
業
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
勤
務
時
間
：
１
日
３
時
間
か
ら

○
応
募
方
法

　
随
時
募
集
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
履

歴
書
（
顔
写
真
添
付
）
を
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法
・
日
時

　
面
接
を
行
い
ま
す
。
日
時
は
、
後
日
、

応
募
さ
れ
た
方
に
通
知
し
ま
す
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
（
☎
２
・
２
１
２
７
）

農
業
委
員　
募
集

　
今
年
は
、
広
尾
町
農
業
委
員
の
改
選

の
年
で
す
。

　
次
の
と
お
り
、
農
業
委
員
の
候
補
者

を
募
集
し
ま
す
。
推
薦
（
他
薦
）
か
応

募
（
自
募
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
選
出
は
、
町
長
に
よ
る
選
任

制
で
す
（
町
議
会
の
同
意
を
得
ま
す
）。

　
か
つ
て
は
、
農
業
委
員
の
選
出
は
公

職
選
挙
法
に
よ
る
選
挙
制
度
で
し
た
が
、

法
改
正
で
平
成
29
年
か
ら
、
現
在
の
方

法
に
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
募
集
内
容

○
農
業
委
員
の
業
務

　

�

農
地
の
異
動
や
利
用
に
関
す
る
審
議
・

調
査

○
定
数　
11
人

○
任
期
（
３
年
間
）

　
７
月
20
日
～
令
和
８
年
７
月
19
日

（
２
）
推
薦
・
応
募
資
格

○
推
薦
（
他
薦
）
を
す
る
人

　

�

農
業
者
か
、
農
業
者
が
組
織
す
る
団

体
な
ど
の
関
係
者

○�

推
薦
を
受
け
る
人
・
応
募
（
自
薦
）

す
る
人

　

�

農
業
に
関
す
る
知
識
・
見
解
を
持
っ

て
、
農
地
利
用
の
推
進
や
関
連
す
る

職
務
を
適
切
に
行
え
る
者

（
注
）�

農
業
委
員
に
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
者

・�

破
産
の
決
定
を
受
け
、
復
権
し
て
い

な
い
者

・�

禁
錮
以
上
の
刑
を
受
け
、
終
了
し
て

い
な
い
者

・�

法
令
で
、
農
業
委
員
を
兼
ね
て
は
な

ら
な
い
職
の
者

　
（
例
）
教
育
委
員 

等

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
３
）
募
集
期
間

　
３
月
22
日
（
水
）
～
４
月
25
日
（
火
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

　
※
土
日
・
祝
日
を
除
く

（
４
）
推
薦
・
応
募
方
法

　

�

募
集
期
間
内
に
、
次
の
必
要
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
推
薦
者
の
必
要
書
類
】

○
提
出
者

　

�

推
薦
者
（
推
薦
者
が
複
数
の
場
合
は
、

代
表
者
が
提
出
）

○
提
出
書
類

　
候
補
者　
推
薦
届
出
書

○
添
え
る
書
類

・
候
補
人
の
承
諾
書

・
候
補
人
の
住
民
票
抄
本

【
応
募
者
の
必
要
書
類
】

○
提
出
者

　
応
募
者
（
本
人
）

○
提
出
書
類

　
応
募
届
出
書

○
添
え
る
書
類

　
応
募
者
の
住
民
票
抄
本

【
提
出
方
法
】

○�

持
参
の
場
合
、
役
場
の
開
庁
時
間
内

に
、
役
場
２
階
農
林
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

�

郵
送
の
場
合
は
、
４
月
25
日
（
火
）

必
着
と
し
ま
す
。

※�

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
等
で
の

提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
５
）
そ
の
他

①�

推
薦
や
応
募
に
要
す
る
費
用
は
、
す

べ
て
推
薦
者
、
候
補
者
、
応
募
者
の

負
担
で
す
。

②
提
出
し
た
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

③�

追
加
の
提
出
書
類
を
求
め
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

④�

不
明
な
点
は
、
書
類
の
作
成
・
提
出

前
に
、
ご
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
や
各
種
様
式
に
つ
い
て
は
、
広

尾
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問　
農
業
委
員
会
（
☎
８
・
７
７
７
３
）

北
海
道
警
察
官　
採
用
試
験

　
警
察
官
の
仕
事
は
、
交
番
勤
務
や
犯

罪
捜
査
、
防
犯
活
動
、
交
通
指
導
取
締
、

災
害
救
助
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

あ
な
た
の
興
味
の
あ
る
仕
事
や
個
性
・

特
技
を
生
か
せ
る
幅
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
受
験
資
格

　

�

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
令

和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
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33
歳
未
満
）

・
Ａ
区
分

　

�
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
大
を

除
く
）
等
を
卒
業
し
た
者
（
令
和
６

年
３
月
末
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

・
Ｂ
区
分

　

�

Ａ
区
分
以
外
の
者
（
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
在
学
中
の
者
を
除
く
）

○
申
込
締
切

　
３
月
31
日
（
金
）
午
後
５
時
半

問　
広
尾
警
察
署
（
☎
２
・
０
１
１
０
）

海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）・

海
上
保
安
官　
採
用
試
験

　
海
上
保
安
庁
で
は
次
の
と
お
り
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）】

○
受
験
資
格

　

�

令
和
５
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
13
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者

○
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
３
月
１
日
（
水
）
～
８
日
（
水
）

○
試
験
日
・
試
験
地

・
１
次
試
験

　
試
験
日
：
５
月
14
日
（
日
）

　
試
験
地
：�

札
幌
市
・
函
館
市
・
小
樽

市
・
旭
川
市
・
釧
路
市

・
２
次
試
験

　
試
験
日
：
６
月
７
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
～
28
日
（
水
）

　
試
験
地
：
小
樽
市

○
採
用
予
定
数　
約
２
４
０
人

○
採
用
予
定
日　
令
和
４
年
10
月

【
海
上
保
安
官
】

○
受
験
資
格

　

�

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で

①�

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
同

じ
）
を
卒
業
し
た
者

②�

令
和
６
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者　
な
ど

○
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
３
月
１
日
（
水
）
～
20
日
（
月
）

○
試
験
日
・
試
験
地

・
１
次
試
験

　
試
験
日
：
６
月
４
日
（
日
）

　
試
験
地
：
札
幌
市

・
２
次
試
験

　
試
験
日
：
７
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
～
19
日
（
水
）

　
試
験
地
：
小
樽
市

○
採
用
予
定
数　
約
30
人

○
採
用
予
定
日

　
令
和
６
年
４
月

　
　
　
　
　

問　
広
尾
海
上
保
安
署

　
　
（
☎
２
・
０
１
１
８
）

財
務
専
門
官　
採
用
試
験

　
財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
・

金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

活
躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
採
用
試
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
受
験
資
格

①�

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②�

平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

・�

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
６
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

・�

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒

業
し
た
者
及
び
令
和
６
年
３
月
ま
で

に
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

○
申
込
受
付
期
間

　
３
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時

　
～
20
日
（
月
）［
受
信
有
効
］

○
申
込
方
法

　

�

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

�https://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

○
試
験
日
程

・
第
１
次
試
験

　
６
月
４
日
（
日
）

問　
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

　
　
（
☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１
）

国
税
専
門
官　
採
用
試
験

　
札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務

署
に
お
い
て
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
採
用
試
験
か
ら
新
試
験
区

分
（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）
が
創
設
さ

れ
、
幅
広
い
方
が
受
験
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
採
用
試
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
受
験
資
格

①�

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②�

平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

な
ど
別
に
定
め
る
者

○
申
込
受
付
期
間

　
３
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時

　
～
20
日
（
月
）［
受
信
有
効
］

○
申
込
方
法

　

�

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

�https://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

○
試
験
日
程

・
第
１
次
試
験

　
６
月
４
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験

　

�

７
月
３
日
（
月
）
～
14
日
（
金
）
の

う
ち
指
定
す
る
日

問　
札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　
　
（
☎
０
１
１
・
２
３
１
・
５
０
１
１
）

広尾海上
保安署ＨＰ
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自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
（
帯
広
市
西
５
南
14
）　　
　

　
　
（
☎
０
１
５
５
・
２
３
・
８
７
１
８
）

▼�

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�http
://w

w
w

.m
o

d
.go

.jp
/

pco/obihiro/

少
年
将
棋
教
室　
受
講
者
募
集

　
「
少
年
将
棋
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
！
ぜ
ひ
親
子
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
３
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
半
～

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
２
階
和
室

○
対
象　
小
・
中
学
生
お
よ
び
保
護
者

○
定
員　
先
着
20
人

○
参
加
料　
無
料

○
講
師　
広
尾
町
将
棋
同
好
会

○
申
込
方
法

　
３
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
、
社
会
教

育
係
へ
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�
参
加
児
童
・
生
徒
に
は
、
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

問　
社
会
教
育
係
（
☎
２
・
０
１
８
１
）

南
十
勝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

ご
み
持
込
み
受
入
時
間
の
変
更

　
令
和
５
年
４
月
３
日
（
月
）
よ
り
南

十
勝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
ゴ
ミ
処
理

場
）
へ
の
ご
み
の
持
込
み
受
入
時
間
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

〇
変
更
前

　
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

〇
変
更
後

　
平
日
：

　
・
午
前
９
時
～
午
後
０
時

　
・
午
後
１
時
～
午
後
４
時
半

お
知
ら
せ

※�

午
後
０
時
か
ら
午
後
１
時
の
間
は
昼

時
休
業
の
た
め
、
ご
み
の
持
込
み
は

行
え
ま
せ
ん
。

問　
環
境
生
活
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

４
月
か
ら
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す

　
広
尾
町
で
は
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

（
自
己
負
担
分
）を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、

４
月
か
ら
対
象
範
囲
を
拡
大
し
、
高
校

生
ま
で
が
無
料
と
な
り
ま
す
。　

　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
（
新
高
１
か

ら
高
３
）
が
い
る
世
帯
に
は
、
３
月
下

旬
に
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

問　
国
保
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
以
前
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
へ

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

前
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
も
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
者
で
す
。

ま
だ
、
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
を
さ
れ
て
な

い
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
健
康
保
険
証
と
し
て
の
申
込
や
公
金

受
取
口
座
の
登
録
で
最
大
１
万
５
千
円

分
の
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
住
民
係
窓
口
で
お
手
伝
い
い
た
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

・
ポ
イ
ン
ト
を
入
れ
る
電
子
マ
ネ
ー
等

・
ご
本
人
の
口
座
番
号
（
通
帳
等
）

問　
住
民
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
手
続
き
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　
旅
券
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
令
和
５

年
３
月
27
日
か
ら
旅
券
申
請
手
続
き
が

一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○�

戸
籍
を
確
認
す
る
場
合
の
提
出
書
類

を
戸
籍
謄
本
に
統
一
（
戸
籍
抄
本
で

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

○�

未
交
付
失
効
旅
券
が
あ
る
場
合
の
手

数
料
の
新
設

○
旅
券
申
請
の
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
化

　
旅
券
の
残
り
の
有
効
期
間
が
１
年
未

満
で
旅
券
の
記
載
内
容
に
変
更
が
な
く

新
た
な
旅
券
を
申
請
す
る
場
合
等
に
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
に
来
所
せ
ず
に
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
受
取
の
際

は
従
来
ど
お
り
ご
本
人
が
窓
口
に
お
越

し
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
当
面
の
間
は
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
可
能
な
窓
口
は
パ
ス
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
及
び
振
興
局
窓
口
の
み
と
な
り

ま
す
の
で
、
役
場
窓
口
で
受
取
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
紙
で
の

申
請
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

問　
住
民
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

幹部
候補生

一　般：22歳以上26歳未満の方
　　　　　(飛行要員を除く)
　　　　　(修士課程修了者は
　　　　　28歳未満の方)
歯　科：20歳以上30歳未満の方
薬剤科：20歳以上28歳未満の方

第１回
４月14日(金)
まで

１次：４月22日(土)
　　　(飛行要員のみ23日も実施)
２次：５月26日(金)から
　　　６月１日(木)のうち１日

第２回
６月15日(木)
まで

１次：６月24日(土)
２次：８月１日(火)から
　　　８月７日(月)のうち１日

一般曹
候補生 18歳以上33歳未満の方 ５月９日(火)まで

１次：５月19日(金)から
　　　５月28日(日)のうち１日
２次：６月17日(土)から
　　　７月２日(日)のうち１日

予備
自衛官補

一
般

18歳以上
34歳未満の方

４月６日(木)まで ４月８日(土)から
４月23日(日)のうち１日技

能
18歳以上で国家免許資格
等を有する方

（詳細はお問い合わせください。）
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奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金

第
４
期
申
請
は
３
月
31
日
ま
で

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
し
た
「
奨

学
金
返
還
支
援
事
業
助
成
金
」
の
第
４

期
（
１
月
～
３
月
分
）
の
申
請
期
限
は

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
と

な
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
第
３
期
ま
で
に
申
請
を
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
支
給
対
象

　

�

町
内
の
事
業
所
等
で
働
い
て
い
る
満

35
歳
以
下
の
広
尾
町
の
住
民
で
、
現

在
奨
学
金
の
返
還
を
行
っ
て
い
る
方

○
支
給
額
・
期
間

　

�

返
還
額
の
２
分
の
１
以
内
（
月
額
１

万
円
を
上
限
）、
最
大
10
年
間

　
詳
し
く
は
、
町
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
企
画
防
災
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
８
４
）

旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る

一
時
金
支
給

　
旧
優
生
保
護
法
の
も
と
で
子
ど
も
が

で
き
な
く
な
る
手
術
を
受
け
た
方
は
、

一
時
金
３
２
０
万
円
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
時
金
の
請
求
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
に
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○�

旧
優
性
保
護
法
に
関
す
る
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

・
相
談
電
話
番
号

　
０
１
２
０
・
０
３
１
・
７
１
１

　
（
通
話
料
無
料
）

・
受
付
時
間

　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
半

　
※
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く

・
北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

介
護
予
防
・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
手
帳
の
交
換

　
令
和
４
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
手
帳
『
た
く
サ
ン
タ
ま
～
る
』
の

交
換
を
行
い
ま
す
。

○
交
換
期
間

　
４
月
３
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）　

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
手
帳
『
た

く
サ
ン
タ
ま
～
る
』

②
印
鑑

〇
交
換
窓
口

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
公
園
通
南
４
）

○
注
意
事
項

　
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
で
交
換
可
能
で
す
。

10
ポ
イ
ン
ト
未
満
の
方
も
、
翌
年
度
に

繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
　

　
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
（
☎
２
・
４
１
１
０
）

ま
ち
づ
く
り
意
見
公
募　
結
果

　
12
月
14
日
か
ら
１
月
11
日
ま
で
の
間
、

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
」

に
つ
い
て
の
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
が
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
都
市

計
画
事
業
等
を
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
土
木
係
（
☎
２
・
０
１
７
８
）

子
ど
も
が
安
心
安
全
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
す
る
た
め
に 

　
満
18
歳
未
満
の
子
ど
も
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機

器
を
利
用
さ
せ
る
場
合
、
保
護
者
の
方

は
左
記
の
点
に
充
分
注
意
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
事

例
を
も
と
に
、
予
防
法
と
対
策
法
を
ま

と
め
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

事
例
集
（
２
０
２
２
年
度
版
）」
を
総

務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
子
ど
も
た
ち
を

言
葉
巧
み
に
誘
い
出
し
、
事
件
や
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
深
刻
な
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
関
す
る
知
識
、
情
報
モ
ラ
ル
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
親
子
で
身
に
つ

け
、
正
し
く
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。 

②
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
る

　
長
時
間
利
用
に
よ
る
ネ
ッ
ト
の
依
存

症
も
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
適
切
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
お
子
様
と
一
緒
に
話
し
合

い
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作

り
ま
し
ょ
う
。「
利
用
時
間
は
夜
９
時

ま
で
」
な
ど
、
ル
ー
ル
は
具
体
的
に
決

め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

③
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
設
定
す
る 

　
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
は
知
識
が
十

分
で
な
い
お
子
様
が
不
用
意
に
違
法
・

有
害
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う

制
限
す
る
機
能
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

事
件
・
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
は
必
ず
「
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
」を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
事
例
集

　
（
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　

問　
総
務
省　
北
海
道
総
合
通
信
局

　
　
情
報
通
信
部　
電
気
通
信
事
業
課

　
　
（
☎
０
１
１･

７
０
９･

２
３
１
１
）
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危
険
物
取
扱
者
・

消
防
設
備
士
試
験
日
程

　
令
和
５
年
度
の
危
険
物
取
扱
者
及
び

消
防
設
備
士
の
試
験
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
帯
広
会
場

・
５
月
21
日
（
日
）

・
７
月
30
日
（
日
）

・
10
月
15
日
（
日
）

・
令
和
６
年
２
月
４
日
（
日
）

　
受
験
願
書
に
つ
い
て
は
郵
送
に
よ
る

提
出
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
広
尾
消
防
署
予
防
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
☎
２
・
２
７
３
０
）

自
動
車
税
「
種
別
割
」
の

住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　
自
動
車
税
の
種
別
割
は
、
４
月
１
日

現
在
の
登
録
に
基
づ
き
課
税
さ
れ
る
税

金
で
す
。

　
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。
次
の
場
合
は
運
輸
支
局

で
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

・�

自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登

録
）

・�

自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

（
抹
消
登
録
）

　
令
和
５
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
納

税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
、

３
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
、

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
に
ご
連

絡
い
た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変
更
手

続
き
が
可
能
で
す
。

○
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�https://w
w

w
.pref.hokkaido.

lg.jp
/sm

/zim
/ad

d
re

ss/
index.htm

問　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　
　
（
☎
０
１
１
・
７
４
６
・
１
１
９
０
）

ご
存
知
で
す
か
、

「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」

　
ご
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
が
紛
失

し
た
り
、
勝
手
な
書
換
え
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
法
務
局
に

遺
言
書
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
遺
言
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
相
続
人
等

に
、
法
務
局
が
遺
言
書
を
お
預
か
り
し

て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

　
　
（
☎
０
１
５
５
・
２
４
・
５
８
２
３
）

子
ど
も
の
非
行
・犯罪

被
害
防
止

○
非
行
防
止
は
家
庭
か
ら

　
家
庭
は
最
も
身
近
な
社
会
で
す
。
社

会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
せ
、
善

悪
の
区
別
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
行

き
先
を
言
わ
ず
外
出
し
た
り
、
帰
宅
時

間
が
不
規
則
に
な
り
、
夜
遊
び
や
外
泊

が
多
く
な
っ
た
等
の
兆
候
は
要
注
意
で

す
。
悩
ん
だ
ら
警
察
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

○�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
起
因
す
る
犯
罪

被
害
の
防
止

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
起
因
し

て
犯
罪
被
害
に
遭
う
事
例
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
家
庭
の
ル
ー
ル
作
り
や
情
報

モ
ラ
ル
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

○
大
麻
な
ど
の
薬
物
乱
用
防
止

　
大
麻
に
「
害
は
な
い
」、「
依
存
性
は

な
い
」
と
い
う
情
報
は
間
違
い
で
す
。

大
麻
が
違
法
な
薬
物
で
あ
る
こ
と
を
教

え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
少
年
が
増
加

　
特
殊
詐
欺
で
検
挙
さ
れ
る
少
年
が
増

え
て
い
ま
す
。
急
に
金
遣
い
が
荒
く
な
っ

た
、
最
近
付
き
合
う
友
達
が
変
わ
っ
た

な
ど
子
ど
も
の
様
子
が
お
か
し
い
と
感

じ
た
ら
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
警
察
署
（
☎
２
・
０
１
１
０
）

融
雪
期
の
事
故
防
止

　
日
々
の
雪
か
き
を
安
全
第
一
で
行
う

た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
適
切
な
時
期
の
氷
雪
お
ろ
し

　
屋
根
か
ら
の
氷
雪
落
下
に
よ
る
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
氷
雪
が
屋
根
か

ら
せ
り
出
し
て
い
る
軒
下
な
ど
は
、
危

険
で
す
の
で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
道
路
に
面
し
て
い
る
建
物
を
管
理
し

て
い
る
方
は
、
適
切
な
時
期
の
雪
下
ろ

し
と
、
氷
雪
が
落
下
す
る
危
険
が
あ
る

場
所
は
看
板
や
ロ
ー
プ
等
で
歩
行
者
に

注
意
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

○�

複
数
に
よ
る
安
全
を
確
保
し
た
氷
雪

お
ろ
し

　
屋
根
の
氷
雪
下
ろ
し
中
に
、
は
し
ご

や
屋
根
か
ら
転
落
す
る
事
故
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
作
業
を
す
る
と
き
は
、
補

助
者
を
置
く
な
ど
複
数
で
行
う
と
と
も

に
、
命
綱
や
安
全
帯
を
装
着
す
る
な
ど

万
全
の
措
置
を
講
じ
、
自
身
の
安
全
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
警
察
署
（
☎
２
・
０
１
１
０
）

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
訓
練
生　
募
集

　
令
和
５
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　
障
が
い
の
あ
る
方

○
訓
練
科
目

　

�

建
築
デ
ザ
イ
ン
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科
、

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設

計
科
、
総
合
実
務
科

○
願
書
受
付
期
間

　
４
月
３
日
（
月
）
ま
で

※�

選
考
の
結
果
、
募
集
定
員
に
達
し
た
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訓
練
科
は
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

○
選
考
試
験
日

　
４
月
７
日
（
金
）

○
選
考
会
場

　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
（
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

○
試
験
内
容

　
学
力
試
験
（
国
語
、
数
学
）、
面
接

問　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　
（
☎
０
１
２
５
・
５
２
・
２
７
７
４
）

※
注
意
※

催
し
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
、中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
３
月
２
日
（
木
）
10
時
半
～

　
３
月
16
日
（
木
）
10
時
半
〜

○
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
注
意
事
項

　
出
か
け
る
前
に
自
宅
で
体
温
測
定
を

し
て
発
熱
が
無
い
こ
と
や
体
調
不
良
で

な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２
・
３
３
７
０
）　　

催
し

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
３
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
半

○
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容

　
次
年
度
の
活
動
計
画
を
立
て
ま
す
。

問　
福
祉
係
（
☎
２
・
０
１
７
２
）

生
活
・
仕
事
相
談
会

　
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
の
こ
と
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
相
談
会
に
は
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
３
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
３
時

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
第
２
会
議
室

問　
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
０
１
５
５
・
６
６
・
７
１
１
２
）

※�

「
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。

茶
道
講
座　
受
講
生
募
集

　
お
茶
の
点
て
方
、
お
菓
子
の
い
た
だ

き
方
な
ど
の
マ
ナ
ー
を
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
！

○
日
時　
３
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
２
時

○
場
所　
児
童
福
祉
会
館
２
階
和
室

○
教
材
費　

２
０
０
円

○
講
師

　
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
帯
広
支
部　
　

　
終
身
師
範
会
員　
笹
川　
宗
久

○
そ
の
他

・
白
ソ
ッ
ク
ス
着
用

・
参
加
無
料

・
事
前
申
し
込
み
不
要

問　
広
尾
書
道
会
代
表　
笹
川　
秀
華

　
　
（
☎
２
・
３
２
７
８
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト出品

者
募
集

　
４
月
か
ら
毎
月
１
回
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
色
々
な
年
代
の
方
が
気
軽
に

集
え
る
「
み
ん
な
の
カ
フ
ェ
・
サ
ン
タ

バ
ア
ド
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
４
月

９
日
（
日
）
開
催
予
定
の
１
回
目
で
行

う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
品
者
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
実

行
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
時
間　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

○
場
所　
ゆ
う
ゆ
う
舎
（
公
園
南
４
）

問　

�

広
尾
み
ん
カ
フ
ェ
実
行
委
員
会
松
田

　
　
（
☎
０
９
０
・
８
２
７
３
・
３
８
０
３
）

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
掲
載
可
能
な
情
報

　

�

町
民
（
又
は
団
体
）
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
情
報
、
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

の
メ
ン
バ
ー
募
集
情
報
な
ど
、
公
益

的
な
情
報

（
注
）�

広
報
紙
へ
の
掲
載
が
適
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
情
報
は
掲
載
を

お
断
り
し
ま
す
。

※�

原
則
、
基
本
的
な
事
項
の
み
の
掲
載

と
し
ま
す
。

○
料
金

　

�

無
料
。
た
だ
し
、
チ
ラ
シ
折
込
を
す

る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切
り

　
４
月
号　
３
月
７
日
（
火
）

　
５
月
号　
４
月
６
日
（
木
）

○
提
出
先

　
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

※�

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
８
４
）

町
民
か
わ
ら
版
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普
段
、
あ
え
て
考
え
る
こ
と
は
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
全
て
の
人

に
最
期
の
時
は
訪
れ
ま
す
。
人
生
を

振
り
返
っ
て
形
に
残
す
自
分
史
ノ
ー

ト
や
、
ど
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
た

い
か
な
ど
、
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
自
分
史
ノ
ー
ト
（
私
の
こ
れ
ま
で
）

　
自
分
の
ル
ー
ツ
や
こ
れ
ま
で
の
こ

と
を
文
章
に
す
る
も
の
。
書
く
こ
と

で
自
分
自
身
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま

す
。
あ
な
た
の
軌
跡
は
、
大
切
な
人

と
の
絆
を
強
め
、
よ
り
よ
い
関
係
づ

く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

□
記
載
内
容
の
例

　
生
ま
れ
た
と
き
の
こ
と
、
時
代
背

景
や
住
ん
で
い
た
所
、
幼
い
頃
の
思

い
出
、
得
意
科
目
、
夢
中
に
な
っ
て

い
た
こ
と
な
ど
。　

■
現
在
の
暮
ら
し
（
私
の
今
）

　

身
の
ま
わ
り
の
こ
と
に
つ
い
て
、

整
理
す
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
完
成

し
た
時
に
は
不
要
な
も
の
と
必
要
な

も
の
が
明
確
に
な
り
、
よ
り
充
実
し

た
生
活
に
向
け
て
見
直
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

□
記
載
内
容
の
例

　
趣
味
や
生
き
が
い
、
医
療
情
報
（
持

病
、
か
か
り
つ
け
医
、
既
往
症
）

　
公
的
な
情
報
、
毎
月
の
電
気
料
金

な
ど
の
引
き
落
と
し
情
報
、
資
産
や

保
険
な
ど
の
情
報
な
ど
。

■
自
分
ら
し
い
最
期
に
む
け
て
（
私

の
こ
れ
か
ら
）

　
家
族
と
会
話
し
な
が
ら
、
親
と
子

そ
れ
ぞ
れ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

書
い
て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

終
末
期
医
療
や
介
護
の
こ
と
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
希
望
な
ど
、

何
に
つ
い
て
書
き
残
し
て
お
け
ば
よ

い
の
か
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２・３
３
７
０
）

自
分
史
ノ
ー
ト
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

376

　
国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内
に
居
住

す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
す
べ

て
の
方
に
、
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
、

次
の
３
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
届

出
は
加
入
時
だ
け
で
な
く
、
就
職
・
転

職
・
結
婚
な
ど
で
種
別
が
変
わ
っ
た
と

き
に
も
必
要
で
す
。

　
種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

◇
国
民
年
金
の
加
入
種
別

・
第
１
号
被
保
険
者

　
自
営
業
者
や
学
生
の
方
な
ど
が
対
象

と
な
り
、
加
入
や
種
別
変
更
の
手
続
き

は
、
役
場
窓
口
で
行
い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
、
厚
生
年

金
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
勤
務
先
が
行

い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
方
が
対
象
と
な
り
、

手
続
き
は
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ

て
行
い
ま
す
。

◇
種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス

・
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
さ
れ
る

と
第
１
号
被
保
険
者
（
第
３
号
被
保

険
者
に
な
る
場
合
は
除
く
。）
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
第
３
号
被
保
険
者
が
い
る

場
合
、
そ
の
方
も
第
１
号
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。

・
第
１
号
被
保
険
者
又
は
第
３
号
被

保
険
者
が
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に

加
入
す
る
と
第
２
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

・
会
社
等
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
等

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
配

偶
者
に
な
る
方
な
ど
が
第
３
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。

問　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
０
１
５
５・２
５・８
１
１
３
）

　
　
又
は
住
民
課
住
民
係

　
　
（
☎
２・０
１
７
１
）

種
別
変
更
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！
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妊
娠
届
出・母
子
健
康
手
帳
交
付

　
母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
娠
・
出

産
の
経
過
、
お
子
さ
ん
の
成
長
を

記
録
す
る
大
切
な
手
帳
で
す
。

　
妊
娠
し
た
方
は
、
速
や
か
に
妊

娠
届
出
を
し
、
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
母
子
と
も
に
健
康
な
妊

娠
期
を
過
ご
し
、
安
全
な
出
産
を

迎
え
る
た
め
、
必
ず
妊
婦
健
診
を

定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
妊
婦
健
診
14
回
と
超

音
波
検
査
11
回
分
に
か
か
る
費
用

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
（
妊
娠

届
出
時
に
、
受
診
票
を
交
付
し
ま

す
）。

持
ち
物　

・
印
鑑

・�

妊
婦
さ
ん
ご
本
人
の
振
込
口
座

が
わ
か
る
も
の
の
コ
ピ
ー

※�

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の

申
請
に
必
要
で
す
。

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
～
17
時

※�

交
付
に
は
30
分
程
か
か
り
ま
す
。

お
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

幼
児
歯
科
健
診・フ
ッ
素
塗
布

　
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
、
歯
科

健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
半
年
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
受

け
る
と
、
む
し
歯
予
防
に
効
果
的

で
す
。

対
象　
１
～
５
歳
の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

�

母
子
健
康
手
帳
、
受
診

カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証

実
施
医
療
機
関

〇
仁
愛
会
歯
科�

☎
２・２
３
４
７

〇
な
か
の
歯
科�

☎
２・４
２
２
８

○
広
尾
中
央
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

☎
２・６
５
１
１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成

対
象　

①
65
歳
以
上

②�

60
～
64
歳
で
特
定
の
障
害
を
有

す
る
方

助
成　
１
回
上
限
４
０
０
０
円

※�

お
一
人
１
回
の
助
成
と
な
り
ま

す
。
す
で
に
助
成
に
よ
る
接
種

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
対

象
外
で
す
。

実
施
医
療
機
関

広
尾
町
・
大
樹
町
の
病
院

※�

右
記
以
外
の
病
院
で
接
種
し
た

方
は
償
還
払
い
が
可
能
で
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症（
個
別
）検
診

対
象　

�

40
、
45
、
50
、
55
、
60
、

　
　
　
65
、
70
歳
の
女
性

実
施
医
療
機
関

広
尾
町
国
保
病
院
（
外
科
）

�

☎
２・３
１
１
１

料
金　
７
０
０
円

※�

70
歳
の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
無
料
で
す
。

40
～
50
代
男
性
の
皆
様
へ

風
し
ん
の
抗
体
、持
っ
て
い
ま
す
か
？

　
風
し
ん
は
、
非
常
に
感
染
力
が

強
い
感
染
症
で
す
。
特
に
、
妊
婦

さ
ん
が
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん

が
障
害
を
も
っ
て
生
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
40
～
50
代
の
男
性
は
、
過
去
に

公
的
に
予
防
接
種
が
行
わ
れ
て
い

な
い
た
め
、
風
し
ん
に
対
す
る
抗

体
（
抵
抗
力
）
が
少
な
い
世
代
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
風
し
ん
の
抗
体
を
持
っ
て
い
る

か
ど
う
か
、
ま
ず
は
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
昭
和
37
年
４
月
２
日

～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性
を
対
象
に
、
無
料
で
抗
体
検

査
や
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。ク
ー

ポ
ン
券
が
な
い
方
や
検
査
の
受
け

方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（今月の担当）
保健師　甲斐　晴香「シリーズ高血圧⑧　今日から始めよう！高血圧対策」　

高血圧の対策には生活習慣の改善が大切です。

既に治療を開始している方も治療とあわせて生活習
慣の改善に取り組みましょう。
自己判断で薬の飲み方を変える、中断はやめましょう。

・減塩：食塩摂取量6ｇ/日未満
・野菜･果物：野菜・果物の積極的摂取
・コレステロールや飽和脂肪酸の摂取を
控える
・減量：BMI25未満
・運動：心血管病のない方で、有酸素運動
を中心に定期的に毎日30分以上を目標
に運動を行う
・節酒：アルコール量 男性20-30ml/日、
　　　　　　　　　女性10-20ml/日以下
・禁煙：受動喫煙の防止も含む
（資料：高血圧治療ガイドライン2014  図4-1）

8

6

4

2（ｍ
ｍ
Hg）

血
圧
減
少
度

収縮期血圧
拡張期血圧

減塩 野菜・果物 減量 運動 節酒

生活習慣改善による血圧低下の程度
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ほんのおしらせ-BOOK- 図書館☎2－2141

出発!!移動図書館バス

展
示
コ
ー
ナ
ー

行
事
予
定

お
知
ら
せ

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

　
状
況
と
内
面
を
見
つ
め
直

す
こ
と
で
、
物
事
の
違
っ
た

側
面
が
見
え
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
本
で
は
中
学
生
の
人

間
関
係
や
自
分
自
身
等
に
つ

い
て
の
悩
み
に
焦
点
を
当
て

て
い
ま
す
。

　
悩
み
を
乗
り
越
え
、
物
事

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
止
め

る
習
慣
が
身
に
つ
く
ヒ
ン
ト

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
書
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
「
卒
園
・
卒
業
お
め
で
と
う
！
」

の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
幼
稚
園
」
や
「
小
学
校
」、「
ラ
ン
ド
セ
ル
」
な
ど
に

つ
い
て
描
か
れ
た
絵
本
・
児
童
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
も
様
々
な
展
示
を
作
成
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み

に
。

　
当
面
の
あ
い
だ
、
本
10
冊
、

雑
誌
10
冊
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す
。

　
児
童
福
祉
会
館
ロ
ビ
ー
で
、

登
録
し
な
か
っ
た
本
を
無
料

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
冊
数

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
図
書
館
の
本
を
返
し
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
図
書
館

に
あ
る
本
は
大
切
な
資
料
で
す
。
借
り
た
本
は
返
却
日
ま

で
に
返
し
ま
し
ょ
う
。

　
借
り
て
い
る
本
の
延
長
を
ご
希
望
の
方
は
電
話
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

土
曜
お
は
な
し
会

◇
日
時
：
３
月
25
日
（
土
）
10
時
30
分
～

◇
場
所
：
図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

◇
内
容
：�

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

『
中
学
生
の
悩
み
ご
と
』

�

高
濱　
正
伸
・
大
塚　
剛
史
：
著

�

実
務
教
育
出
版

新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
ボ
ー
ダ
ー�

佐
　々
涼
子

◇
図
解
仏
教
13
宗
派
が
よ
く
わ
か
る
本

�
 

永
田　
美
穂
（
監
修
）

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
こ
の
世
の
喜
び
よ
（
芥
川
賞
受
賞
）

�

井
戸
川　
射
子

◇
樹
林
の
罠�

佐
々
木　
譲

児
童
書
・
絵
本
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇��

転
生
し
た
ら
ス
ラ
イ
ム
だ
っ
た
件

　

(

１
上
～
２
下
）�

伏
瀬

◇
橋
の
上
で�

湯
本　
香
樹
実
（
文
）

３
月
７
日

（火）

錦町寿の家 ９：５０～１０：０５

Ａコープサンタ村前 １３：２５～１３：４５

豊似公営住宅 １３：５５～１４：１５

野塚郵便局前 １４：３０～１４：５０

３
月
10
日

（金）

丸山寿の家 １０：５０～１１：１０

丸山３丁目集会所前 １１：２０～１１：４０

役場前 １１：５５～１２：１０

音調津郵便局前 １２：３５～１２：５０
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俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

風
花
や
住
所
変
更
用
紙
受
く�

髙た
か
な
み浪　　

洋よ
う
こ子

冬
深
し
古
き
写
真
に
埋
も
れ
つ
つ�

佐さ
さ
き

々
木　
蓮れ
ん

月げ
つ

冬
深
し
隣
の
声
の
遠
く
な
り�

中な
か
や
ま山　　

道み
ち
よ代

風
花
や
川
に
石
積
む
露
天
風
呂�

石い
し
や
ま山　

登と

志し

恵え

漁
を
継
ぐ
大
き
な
足
へ
毛
糸
編
む�

伊い
と
う藤　

て
い
こ

　
短
　
歌

大
寒
の
窓
辺
に
匂
う
ア
ザ
レ
ア
に

　
　

春
待
つ
願
い
囁
き
か
け
る�

本ほ
ん
だ田　

　
道み
ち
こ子

穏
や
か
に
流
れ
る
煙
と
朝
陽
う
け

　
　

き
ら
め
く
樹
木
の
は
か
な
き
時と

き間
よ

�

佐さ
さ
き
々
木
恵え
み
こ
美
子

　１月15日、商品開発の試作のお披露目も兼ねて、帯広のレスト
ラン【カーディナル】にて広尾町の食材も含む十勝の食材をふ
んだんに使ったフルコースを提供するイベントを行いました。こ
の日は広尾町の十勝の塩と星屑昆布、経産牛を使用した『ハム』
と『ソーセージ』や、広尾のタラや昆布を使用した逸品も出され
ました。お客様は帯広のシェフと生産者が多く、遠方だと仙台
からのお客様も見られました。広尾町の食材のポテンシャルをア
ピールするいい機会になったと思います。商品開発をするにあた
り、十勝の他域の生産者やシェフなど、様々なジャンルの方の
客観的な意見やアドバイスも取り入れながら、今後につなげていきたいと思います。

　体験型観光担当の磯野です。今回は協力隊初年度を振り返り
たいと思います。着任数ヶ月は地域理解に努めようとのんびり構
えていましたが、気がつけば怒涛の毎日を過ごしていました。太
四郎の森で実施したフラワーツーリズムを皮切りに、昆布色豊か
な学生インターンのアテンド、中学校や高校での観光教育など
印象深いものばかりです。そして、幸いにも情報発信や仲間づ
くりの場にも恵まれ、広尾町や十勝管内に留まらない広域的なネッ
トワークを築けたと思います。最近では道東をカバーするコミュ
ニティリーダーズサミットに出席し、これまでの活動成果を報告しました（写真）。次年度もthink globally(or 
nationally), act locallyをモットーに邁進します。引き続きよろしくお願いいたします。

＼中村です！／

＼磯野です！／

Vol.82広尾町地域おこし協力隊 隊員日記
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広尾町子育て支援センター（☎2－2553）　〒089-2621　公園通北２丁目51番地２《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

お別れ会
日　　時　３月９～13日（木～月）10：30～
場　　所　子育て支援センター
対象年齢　�全児対象（下の表を見てご確

認ください）
＊�申し込みは不要です。４月から保育園
（所）に入園されるお子さんとのお別
れ会をします。入園されないお子さん
もぜひ参加してください。

今年度、最後の月となりました
　昨年同様、皆様には新型コロナウイルス
感染症対策にご理解、ご協力をいただきあ
りがとうございました。少しずつ行事も出
来るようになり、職員も嬉しく思います。来
年度も皆様に安心して利用していただける
よう感染対策に努めながら運営をしてまい
りますので、お子さんと遊ぶ時間を作る場
所としてぜひご利用ください。

３　月　の　あ　そ　び

月 火 水 木 金
１日 ２日　 ３日　

２～４歳 ０　　歳 １　　歳
６日　 ７日 ８日 ９日（お別れ会） 10日（お別れ会）

２～４歳 １　　歳 ０　　歳 ２～４歳 １　　歳
13日（お別れ会） 14日 15日 16日（ママとも広場） 17日

０　　歳 ２～４歳 ０　　歳 １　　歳 ２～４歳
20日 21日　春分の日 22日（絵本大好き） 23日　 24日

１　　歳 休　　　所 ０　　歳 ２～４歳 １　　歳
27日 28日 29日 30日 31日

０　　歳 ２～４歳 １　　歳 ０　　歳 ２～４歳

広
尾
っ
子
に
身
に
付
け
て
ほ
し
い
こ
と

　

第
３
回
目
の
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
の
意
見
で
、
共
通
す
る
も
の
が
幾

つ
か
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
共
通
す
る
事
柄

が
、
次
年
度
、
各
学
校
が
目
指
す
重
点
を

決
め
る
要
素
と
な
り
ま
す
。

　
過
去
の
熟
議
に
お
け
る
意
見
の
傾
向
を

見
る
と
、
小
学
校
で
は
、
挨
拶
や
思
い
や

り
、
努
力
す
る
等
が
あ
り
、
中
学
校
に
な

る
と
、
主
体
性
や
積
極
性
、
向
上
心
等
に

な
り
、
そ
し
て
、
高
校
に
な
る
と
表
現
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
対
応
力
等
と

い
っ
た
実
社
会
生
活
に
つ
な
が
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
段

階
に
応
じ
て
、
し
っ
か
り
身
に
付
け
て
ほ

し
い
こ
と
や
期
待
す
る
こ
と
が
共
有
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
後
の
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
学
校

か
ら
重
点
と
し
て
出
さ
れ
た
取
組
に
つ
い

て
、
家
庭
や
地
域
の
役
割
分
担
を
話
合
い
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
方
策
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
校
と
地
域
は
パ
ー
ト
ナ
ー

　
Ｃ
Ｓ
の
推
進
に
は
、
何
よ
り
学
校
と
地

域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の

た
め
に
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

協
力
し
合
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
昔
は
、
子
ど
も
た
ち
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
学
校
へ
の
苦
情
の
電
話
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
学
校
任
せ
で
は
な
く
、

地
域
が
学
校
と
と
も
に
よ
り
よ
い
方
策
を

考
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
地
域
の
方
々
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
の
積

極
的
な
声
掛
け
や
自
ら
指
導
す
る
機
会
を

増
や
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
以
前
、
記
述
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う

に
「
地
域
は
大
き
な
教
室
」
と
言
う
言
葉

も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
大
人
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
校
だ
け

で
は
得
ら
れ
な
い
知
識
や
経
験
を
得
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
周
り
の
大
人
み
ん
な
か
ら
見
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
意
識
を
、
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
が
実
感
す
る
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感

も
確
実
に
育
つ
こ
と
で
し
ょ
う

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
環
境
づ
く
り
の
積

み
重
ね
が
ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
あ
る
、「
子
ど
も

が
自
分
を
好
き
に
な
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
す
！
」

と
い
う
目
標
に
近
づ
く
と
思
い
ま
す
。

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します
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：コミュニティセンター　 ：健康管理センター　 ：子育て支援センター　 ：青少年会館
：老人福祉センター　 ：広尾町国民健康保険病院　 ：町立図書館　 ：児童福祉会館
：生活支援ハウスなごみ　 ：農村環境改善センター

Twitter
@town_hiroo

Facebook
@hirootown.official

Instagram
town_hiroo

広尾町公式ＳＮＳぜひ「フォロー」
してください

卒業式（広尾高）

かたつむりカフェ（ 10:30）
年金相談（商工会館※要予約10:30）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部（ 14:30）
内科夜間診療（ 17:30※担当：藤田医師）

広尾町文化賞・スポーツ賞等表彰式（ 13:30）

大人の文化講座「書道」講座（ 13:00）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部（ 14:30）

運転免許証更新時講習（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45）

お別れ会（ ２～４歳対象10:30）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部（ 14:30）
内科夜間診療（ 17:30※担当：荒井医師）

お別れ会（ １歳対象10:30）

少年将棋教室（ 13:30）
のびのびサロン（ 13:30）

お別れ会（ ０歳対象10:30）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）

乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部（ 14:30）

卒業式（広尾中）

かたつむりカフェ（ 10:30）
ママとも広場（ １歳対象10:30）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部（ 14:30）
内科夜間診療（ 17:30※担当：藤田医師）

卒園式（ひろお保育園）

卒所式（豊似保育所）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）

春分の日

絵本大好き（ ０歳対象10:30）
生活・仕事相談会（ 15:00※要予約）

放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部（ 14:30）
内科夜間診療（ 17:30※担当：山口医師）

卒業式（広尾小・豊似小）

土曜おはなし会（ 10:30）

茶道講座（ 11:00）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

内科夜間診療（ 17:30※担当：荒井医師）
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■発行 / 広尾町　令和５年３月１日　■編集 / 企画課ふれあいの係
〒089-2692　北海道広尾郡広尾町西４条７丁目　01558-2-2111

■広尾町公式ウェブサイト　https：//www.town.hiroo.lg.jp/
■ＦＡＸ 01558-2-4933
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3月の予定
◇町の乳幼児健診を行うため、７日（火）14:00～15:20、14日（火）14:00～15:10は広尾ファミリークリニックの一般診療を休診します。

表紙の写真
雪中予餞会が広尾高校で開かれました。
本行事は同校生徒会が企画運営する毎
年恒例のもので、今年は雪上ドッチビー
と餅つきを実施。また、生徒と教員が作っ
た「祝卒業」の文字入りの雪像前で記
念撮影をしました。

休日当番病院　国保病院
人の動き　（　）内は前月比
 人　口　6,213人（−15人）
 男　性　2,995人（−５人）
 女　性　3,218人（−10人）
 世帯数　3,224世帯（−６世帯）
内訳
 自然増減　−11
　（出生２人・死亡13人）
 社会増減　−４
　（転入等７人・転出等11人）
 ※外国人住民を含みます
 　（１月31日現在）
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